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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 
本論文は、自己の選好判断について本人自身が行う推論過程を扱ったもので、論文全体は、
４つの実証的研究（６つの実験を含む）を中心に構成されている。この研究で取り上げられて
いる問題は、人間がしばしば自己の行動や判断の原因を的確に把握することができず、意識的
に自己の内面を振り返って、正確に回想したり報告したりすることが困難であるという事実と
関連している。人は、そのような場合でも、自己の行動の原因を推論しようとし、また他人に
説明する必要に迫られる。その際には、本来の原因でない要因を原因と取り違えたり、いかに
も行動や判断に影響を与えそうに思われる要因によって、自己の心的過程を説明することが多
い。ここでは、本人にも明確に自覚されない潜在的な過程と、それを意識レベルで説明する顕
在的な過程という二種類の過程の関係が重要な問題となる。本論文は、さまざまな題材を用い
た実験を通じて、この問題を検討したものと言うことができる。 
論文は全体で５章から構成されており、第１章では、先行研究と理論的背景をもとに、研究
全体の目的と構成が示され、最後の第５章では、実証的な研究結果に基づいて、理論的な考察
と総括が行われている。中間の第２章から第４章までが、著者自身が行った実証的研究を記述
した部分になるが、それは大きく言って２つの種類に分けられる。１つ目は、好き－嫌いの判
断をさせる際に、本人にその理由を言語的に記述させると、それによって選好判断が影響を受
け、その後の行動や感情が異なってくるという問題を検討した研究である。これは Wilson, T.D.
らの理論に関連した研究であり、第２章に述べられている。もう１種類の問題は、何らかの外
的影響によって好悪の感情や選好判断が左右されているにもかかわらず、本人がそれに気づい
ていない場合に、原因を別の要因に帰するという誤帰属の過程に関連しており、これは第３章、
第４章で扱われている。 
以下、章の構成に従って、内容の概略を述べる。 
まず第 1 章では、先行研究を引用しながら、人間の内省報告の正確さに対する疑問、認知過
程の潜在性の問題を論じ、研究の全体構想を述べている。予測におけるバイアスと帰属におけ
るバイアスという 2 種類の問題を検討するという計画が示される。 
第２章では、対象の属性に関わる言語化の容易さが、選好判断に与える影響を検討している。
研究１では、具象画と抽象画を題材にして、具象画の方が抽象画よりも絵の特徴を言語的に記
述しやすいであろうとの仮定のもとに実験的検討を行った。具体的には、１つの条件では実験
参加者に具象画と抽象画を１枚ずつ見せ、それぞれの好きな理由を記述させた後、２枚のうち
でどちらが好きかを尋ねたところ、具象画を選ぶ傾向が強かった。別の条件では、同じ具象画
と抽象画に対して、それぞれの嫌いな理由を挙げさせた後に選好判断を求めたが、この条件で
は具象画の方が嫌いという回答が多かった。これは好き嫌いいずれの理由についても、具象画
の方が言語化しやすかったため、それが選好判断を左右したものと考えられる。挙げられた特
徴が好ましいか好ましくないかによって、最終的な選好判断が逆転するという結果は注目に値
する。続いて研究２では、味覚領域の問題を用いて同様の仮説を検証している。ペプシコーラ
とコカコーラを比較すると、ペプシコーラの方が甘みが強く、味の特徴が明瞭であり、言語化
しやすい性質をもつと想定される。実験では、ブランド名を伏せた２種類のコーラを試飲させ、
その際に好きな理由または嫌いな理由を挙げさせると、それによって事後の選好判断が影響を
受け、特に好きな理由を挙げた条件でペプシコーラに対する評価の上昇が見られた。 
続いて第３章では、実験操作によって好みが誘導されたにもかかわらずそれに気づかない実
験参加者が、もっともらしい理由によってそれを説明しようとする傾向を扱った研究（研究３）
が報告されている。この研究では、商品選択場面を模して、架空の洗剤パッケージのロゴを反
復呈示することにより、その刺激に対する好意を形成した。これは単純接触効果と呼ばれる現
象であるが、同じ対象に繰り返し接触すると、当初は中性的であった刺激に対する好意度が増
すことが知られている。この効果に対する説明としては、反復呈示に伴う熟知感・親近感を、
対象に対する好意に誤帰属するためという説が有力である。 
研究３の実験参加者は、ロゴの反復呈示を受けた後に２つの洗剤パッケージを手渡され、ど
ちらを購入したいか尋ねられたところ、多数回呈示されたロゴのついた洗剤を、少数回しか呈
示されなかったロゴの洗剤よりも多く選択する傾向を示した。さらにこの傾向は、ロゴのみが
印刷されたパッケージの場合よりも、洗剤の効能に関するメッセージが付加されている場合の
方が顕著であった。これは洗剤の効能を記述したメッセージの存在によって、実験参加者が判
断に対する妥当な理由づけを得たように感じ、単純接触効果が増幅されたことを示すものであ
る。情報の付加による単純接触効果の増幅効果は、先行研究では取り上げられていないオリジ
ナルな仮説の検証であり、本研究の独創的な点であると評価できる。 
 第４章に述べられている研究４でも、同様に単純接触効果による選好の誘導を扱っているが、
ここでは主に推論の適用可能性の問題を検討している。また刺激の呈示を閾下で行っているこ
とも、研究３と異なっている。同一刺激の反復呈示の効果は、好き‐嫌いだけでなく、他の認
知的判断や評価にも及ぶことが知られているが、その適用範囲には限界があり、ある判断が当
該の対象に適合すると感じられることが必要である。どのような特性判断がどのような対象に
適合するかについては、一般人がもつ素朴理論が関与するが、判断対象が人物である場合には、
各種のステレオタイプ的信念もその中に含まれる。 
研究４では、最初に男性・女性の顔写真をきわめて短時間反復呈示した後に、呈示した写真
と新しい写真を対にして、何種類かの判断を求めた。まずどちらの方がより好ましいかという
選好判断に関しては、写真の性別にかかわらず、反復呈示された方が選ばれる傾向が強く、通
常の単純接触効果が見いだされた。他方、性別ステレオタイプに関連する判断については、男
性ステレオタイプに含まれる「たのもしい」の判断では男性の写真、女性ステレオタイプに関
連する「人なつっこい」の判断では女性の写真に限って、反復呈示された刺激がより高く評定
される傾向が見られ、性別と特性が不適合な場合には、反復呈示の効果が明らかでなかった。
これは反復呈示が、肯定的な人物評価に対して一様に影響を与えるのではなく、対象に対して
判断者がもつステレオタイプ的信念によって、効果が媒介されることを示している。 
最後の第５章では、研究全体を総括した上で、顕在・潜在の二過程を想定した二過程モデル
の観点から、自己推論の問題を考察している。人間は自己の行動や選好判断の原因を推論した
り、将来の反応を予測したりするとき、いかにも原因らしく見え、言語化することが容易で、
利用しやすい要因に注目する傾向があること、実際に選好を左右する原因でも、このような条
件を満たさなければ見落とされがちであり、また逆に上記の条件を満たしていれば、現実には
原因でなくても原因であると誤帰属されやすいことが指摘されている。内省によって自己の行
動原因を直接に知ることは、往々にして困難であり、そのかわりに、原因らしく思われる要因
によって説明が行われ、将来の予測もそれに応じたものになりやすいことが論じられた。 
以上のように、本論文で扱われた研究は、自己の行動、選好、態度に対する推論の過程を、
近年の社会的認知研究で中心的なテーマとして注目を集めている認知過程の意識性の問題と
関連づけながら検討しようとした意欲的な試みであるということができる。特に、実験の実施
にあたっての優れた着想と、巧みな実験操作は高く評価することができ、その結果得られた実
証的な知見も、きわめて興味深く示唆に富んでいる。第２章に記載されている研究１は、海外
の有力な学術雑誌である Journal of Experimental Social Psychology に掲載されて国際的な
評価を得ており、また第３章、第４章に述べられている研究３と４は、いずれも日本心理学会
の機関誌『心理学研究』に掲載され、特に研究３は 2010 年度の優秀論文賞に選ばれている。 
ただし、本論文には問題点や不十分な点も残されている。実験の細部の記述に簡潔過ぎる箇
所があること、統計的な分析に一貫しない部分があること、実証的結果の理論化に際して十分
論じ尽くされていない側面がある点などが審査担当者から指摘された。しかし、本論文が価値
ある研究結果を含んだ優れた論文であることには疑いがなく、論文審査担当者 3 名は、学位申
請者山田歩氏が、博士（心理学）の学位にふさわしい業績を挙げたものと全員一致で判定した。 
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